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1. はじめに

人類が生態系サービスを将来にわたって持続的に受け

続けるためには、生物多様性の保全や自然環境との共生

が必須である。近年、豊かな自然環境や生物多様性とと

もに特有の文化的価値を有する里山の保全が求められる。

里山を保全していくためには、里山保全行動への参加

を促す適切な情報提供が必要となる。情報にはさまざま

な形があるが、中でも五感で受け取った情報が複雑に混

ざり合う自然体験という情報の効果は高いと予想される。

自然体験の効果に焦点を当てた先行研究はいくつか見

られる。宮川ら 1)は、子どもの頃の家庭環境・自然体験

が大学生の環境配慮行動や社会活動の実践に影響を及ぼ

すことを示した。岡田ら 2)は、少年期の組織キャンプに

おける体験が、成人期の環境行動に影響を及ぼすことを

示した。しかしながら、環境全般に対する意識・行動を

扱った研究は多いが、里山保全と自然体験を直接的に結

びつけた研究はほとんど見られない。また、幼少期や現

在といった特定の時期、キャンプや宿泊農業体験などの

特定の体験を扱った研究はあるが、過去から現在に至る

まで蓄積された体験を検討した研究は少ない。さらに、

先行研究で抽出された独自の自然体験項目は、網羅性・

信頼性・客観性に欠けており、改善が必要である。

以上を踏まえ、本研究では、過去の自然体験が里山保

全への意識と行動に及ぼす影響を、より網羅性・信頼性・

客観性の高い方法で検証することを目的とした。

2. 研究方法

自然体験を多く積んだ人ほど里山保全行動への意図が

高いという仮説を立て、関東在住の20～69歳の一般市民

を対象に自然体験と行動意図についてインターネットア

ンケート調査を実施した。有効回答数は864となった。

自然体験の質問では、国立青少年教育振興機構による

子どもの体験活動に関する調査 3,4)の自然体験項目をも

とに21項目を作成し、各体験について今までの体験量を

5段階でたずねた。

行動意図の質問では、実際におこなわれている里山保

全活動や里山保全の先行研究を参考に里山保全行動 11
項目を作成し、各行動について今後の行動意図を5段階

でたずねた。

得られた回答データに探索的因子分析をおこない、自

然体験、行動意図のなかの潜在因子を抽出した。次に、

共分散構造分析により潜在因子間の関係を分析した。

3. 結果と考察

3.1 探索的因子分析による潜在因子の抽出

最尤法と主因子法の両方の結果を参考にし、因子負荷

量 0.50以上を目安に項目を選定した。0.50未満でも確認

的因子分析により妥当性が確認された項目は因子に含め

た。

その結果、自然体験21項目は、因子1「自然ふれあい

体験」、因子2「アウトドア体験」、因子3「田舎体験」因

子 4「農作業体験」の4因子に分類された(表1)。行動意

図 11項目は、因子1「動的参加意図」、因子2「金銭支払

意図」、因子3「情報コミュニケーション意図」の3因子

に分類された(表2)。

3.2 共分散構造分析による潜在因子間の関係分析

次に、共分散構造分析により潜在因子間の関係を分析

した。モデル適合度とパスの有意性を参考にし、図3の
モデルを導いた。

田舎体験は、自然ふれあい体験、アウトドア体験、農

作業体験を高めている。田舎体験は、自然の多い田舎的

環境で暮らしたり時間を過ごしたりすることで得られる

体験で、田舎的環境に長く身を置いた人ほど、自然とふ

れあう機会、アウトドア的な遊びをする機会、農作業を

する機会が多かったことが理由として考えられる。また、

田舎体験と他の自然体験の間には高い相関があり、自然

ふれあい体験、アウトドア体験、農作業体験を通して田

舎体験をした可能性も同時に考えられる。

自然ふれあい体験は直接的に、アウトドア体験は自然

ふれあい体験を介して間接的に、動的参加意図を高めて

いる。アウトドア体験が自然ふれあい体験の機会になっ

たためと考えられる。

農作業体験は直接的に、田舎体験は農作業体験を介し

て間接的に、動的参加意図を高めている。

動的参加意図は金銭支払意図と情報コミュニケーショ

ン意図につながり、金銭支払意図は情報コミュニケーシ

ョン意図につながっている。時間、体力、労力、移動、
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金銭などの面での負担を考えると、動的参加意図、金銭

支払意図、情報コミュニケーション意図の順に実践への

ハードルが低下する。ハードルの高い行動をする意図を

持つ意識の高い人が、よりハードルの低い行動への意図

を持つことは容易であるためこのような結果になったと

考えられる。意図3因子間には高い相関があり、互いに

意図を高め合う効果もあると考えられる。

また、農作業体験を多く積んだ人は、里山保全活動と

しての農作業体験会への参加意図も高いことがわかった。

4. おわりに

本研究の結果から、里山保全行動意図向上に直接有効

なのは、自然観察や生物採集など自然ふれあい体験と、

農作業体験であることがわかった。これらは、積極的に

自然に向き合う体験や、自然と人間が深くかかわり合う

体験であると考えられる。その機会をもたらすアウトド

アや自然のなかでの遊びも大切であり、田舎的環境に身

を置く経験もまた大切である。

自然体験が具体的にどのように行動意図につながるか

を知るためには、里山に対する価値意識を調査する必要

がある。また、行動意図に対し実践度は低かった。意図

を実践につなげるためには、実践度の差を調査し、実践

にまで結び付く自然体験を分析する必要がある。
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表1 自然体験探索的因子分析結果

表2 行動意図探索的因子分析結果

図3 自然体験と行動意図の関係

因子1 因子2 因子3 因子4
登山・ハイキング 0.15 0.52 0.08 -0.04
海川水泳・ボート -0.01 0.80 -0.07 0.03
乗馬・乳しぼり・動物ふれあい 0.13 0.51 -0.18 0.21
野外食事作・テント泊 -0.03 0.72 0.17 -0.05
スキー・雪遊び -0.15 0.79 0.02 -0.01
昆虫・生物採集 0.55 0.31 -0.02 -0.05
植物岩石観察 0.97 -0.07 -0.06 -0.05
野鳥観察 0.85 -0.12 -0.04 -0.01
星や雲眺める・観察 0.52 0.10 0.11 -0.02
山菜・キノコ採り 0.60 -0.03 0.15 0.12
魚釣り・貝を採る 0.40 0.30 0.05 0.04
自然材料で工作 0.60 0.15 0.05 0.04
干物ジャム食品加工 0.12 -0.14 0.36 0.26
米野菜植え育てる 0.01 0.02 0.00 0.91
米野菜果物収穫 -0.05 0.05 0.05 0.90
湧水飲む 0.16 0.11 0.55 -0.04
満天の星空 0.02 0.19 0.57 -0.03
自然災害 0.04 -0.01 0.45 0.08
虫刺され・かぶれ 0.24 -0.04 0.42 0.02
ぼっとん便所 -0.09 0.03 0.70 -0.07
まるごと食材料理 -0.06 -0.08 0.58 0.20

観測変数
因子負荷量

因子抽出法: 主因子法 回転法: Kaiser の正規化を伴うﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法

因子1 因子2 因子3
農作業体験参加 0.82 0.00 0.02
散策会参加 0.71 0.01 0.20
保全ボランティア参加 0.91 0.07 -0.05
募金協力 0.24 0.73 -0.10
間伐材製品購入 0.01 0.85 0.02
政策支持 -0.04 0.67 0.27
棚田米購入 -0.02 0.59 0.33
周りの人に話す 0.09 0.15 0.69
本・WEB調べる 0.06 -0.04 0.92
新聞テレビ見る 0.02 0.24 0.65
講演会など参加 0.42 0.12 0.39

観測変数
因子負荷量

因子抽出法 : 主因子法 回転法 : Kaiserの正規化を伴

うﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法
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